
96 97

���<�s�;�ó�›�Í �Ó�Ñ �û �«�Ä�t�Æ�T�b�q�è	[
4

���<�s�;�ó�›�Í�”�Ñ�£�«�Ä�t�Æ�T�b�q�è	[

SEC TION

CHAPTER  4

	ý�‰
C�w�"�*�›�Æ�;� �̀h�æ�ž�ç�»� �Ü�Ý�Ý�"�'�x�z
�
ú�z�ˆ
ú�z�×�z���¬�z	��z�»	��z
ˆ�æ�;�t�0� � �̀z

�‘�“
ï�¿�M
ƒ�ø�.�›�Ý�Ý�p�V�”�{�‡�h�z�¦�”�Ä�Þ�”�Å�‹�K�“�×�ˆ�p
ƒ�ø�.�›�Ý�Ý� �̀o�å
Œ� �̀q�è�U�p�V�”�{

�æ�ž�ç�»� �Ü�Ý�Ý�"�' �p
�×�~���¬�~�»	��s�r�›�å
Œ�b�”03

�q�è�Þ�”�Å�•�Ú�Ç�á�ž�ç�Ð	Z�y�Ü�“�‹�•�'�����y�³�ß�¿�»�”���S�•������������
µ�y�Ð	Z�4
Y�•�¶��
�*�4�0�ò�S�•�"�6�5�0�¢���������£�y�×�ë� �Ä�Ì�å�ï�µ�•� �E�«�y	¯�:�‘�m�•�������N�N

�Ý� �́é�U
ˆ�œ�i	`���›
ƒ�ø�.�Ý�Ý�p�å	H� �̀o�q�è�{�Ý�Ý�0	Å�U�×�q�ˆ
ú�w�q�V�x�z��
Œ� �̀o�Ý

�Ý� �̀h�M
æ�•�›�¦�•���„���.�§���¦�•���„�§���¦�•�§�T�’
¬�‚�”�{�ú�×�•� �̂V�w�K�”�ˆ
ú�x�¦�•���„���.�§�z

� �̂V�w	—�s�M�³�”�ï�•�Ù�‘�m�p
ƒ�ø�„
��S�U
™�M�q�V�x�¦�•���„�§�•�¦�•�§�›�–�l�o
Y�¬�s�Ð�ï

�Ä�ù�̃ �d�t�Æ�;�̀ �‘�O�{
̂ �•
²�w�¬�t�­�‡�l�o�M�”�Ý�́ �é�›�
�Q�”�h�Š�t�z�Ñ�¥�”�§�µ�¤�æ�ž�x


c�“�U�±�M�¦�Ä�å�¿�©�ï�¬�•�µ�Ù�¿�Ä�.�§�›�–�M�z�¦���S�!�=�•�w�"�'�å	H�§�›�¦
Ä�ò�§�t
ƒ���{�‡�h�z

�Ý�Ý�0	Å�]�q�w	Ä�I
ƒ���p�¦�Ä�å�¿�©�ï�¬	Ð�“� �“
c�“���•���¿�M�§�¦�Ä�å�¿�©�ï�¬�¡�Ë�›
Q�•�� ��

�ê�”�§�¦�Ý�Ý�ò�S�•��
ª	j�§�›�¦��� �̀h�{

�×�w�¢�•�z�„�z�.�£�›�Ý�Ý� �̀o�å
Œ�b�”

�q�è�b�”
ƒ�ø�.�t�ù� �̃d�o
�¦�Ý�Ý�0	Å�§�›
ƒ���b�”

�¦�.�&�/�6�§�T�’�¦�Ñ�¥�”�§�µ�§�¼�¦
ƒ�ø�.�Ý�Ý�§�¼�¦ �Ý
�Ý�0	Å�§�p�Ý�Ý� �̀h
ƒ�ø�.�›
¬�•�{�‡�h�z/£�›�!�b�q
�Ý�Ý�0	Å�]�q�t	Ä�I
ƒ���U�p�V�”�{


ƒ�ø�.�›�å
Œ�`�s�U�’�q�è�p�V�”�‘�O�t�z�¦�.�&�/�6�§�T
�’�¦�Ñ�¥�”�§�µ�§�¼�¦�"�'���.�'�§�¼�¦ �Ñ�¥�”�§�µ�Þ�”�Å�§
�¼�¦� �̄ï�Â�Ÿ�Ç�á�ž�µ�"�'�§�›
¬�•�{

�Ñ�¥�”�§�µ�Þ�”�Å�x
�¦�̄ �ï�Â�Ÿ�Ç�á�ž�ï�µ�"�'�§�t�b�”

�y
ƒ��


ƒ�ø�.�t� �a�o�¦�Ñ�¥�”�§�µ�¤�æ�ž�§�›
¬�…�O

�q�è�³�”�ï�•
ƒ�ø�.�t� �a�o�z�¦�.�&�/�6�§�T�’�¦�Ñ�¥�”�§�µ�§
�¼�¦�Ñ�¥�”�§�µ�¤�æ�ž�§�¼�¦ �Ñ�¥�”�§�µ�¤�æ�ž�§�¼���1�l�w

ƒ���›
¬�•�{�\�\�p�x�¦�Ä�å�¿�©�ï�¬�•�µ�Ù�¿�Ä�.�§�›
¬�R
�̀ �h�{

�y
ƒ��

�y
ƒ��

�����›�p�x
�
ú�z�ˆ
ú�z�×�Ž�Ž�t���¬�q	Ð�“
ú�w
ƒ�ø�.�›�Ý�Ý� �̀o�Ð�ï�Ä�ù�˜�d�U�p�V�”�{� �̂V

�w�K�”�³�”�ï�x�¦�"�'�Ì�w
ƒ�ø�.�Ý�Ý�§�›�¦�Ö�§�t�z�¦�Ñ�¥�”�§�µ�¤�æ�ž�§�w�¦�Ä�å�¿�©�ï�¬�§�›

���;�b�”�q�å	H
Q�U	Í�U�”�{�‡�h�z�³�ß�¿�»�”�q�Ð�ï�Ä�ù�˜�d�›
ü�m� �̀h�M
��x�z�§�µ�»�Ü�©�”


ƒ���¢�à�1�������£�p�¦
ƒ�ø�.�Ý�Ý�"�'�§�•�¦�!�b���—�6�!� �̀Ý�Ý
~�§�›�Ú�™�w�Ø�»�ï�t
ƒ���b�”�q

�‘�M�{

�Ù
ï�¿�M
ƒ�ø�.�›�×�ˆ�p�Ý�Ý�p�V�”

�q�è�Þ�”�Å�•�Ü�“��
Œ
�Ü�“�‹�•�'������
�³�ß�¿�»�”���S�•����������
µ
�Ð	Z�4
Y�•�¶��
�*�4�0�ò�S�•�"�6�5�0�¢�������£
�×�ë� �Ä�Ì�å�ï�µ�•�¦�”�Ä
	̄ �:�‘�m�•�������N�N

�?	�

�q�è�Þ�”�Å �• �³�ß�¿�»�”�µ�Ð�”�Å��
Œ
�Ü�“�‹�•�'������
�³�ß�¿�»�”���S�•����������
µ
�Ð	Z�4
Y�•��������
�*�4�0�ò�S�•�"�6�5�0�¢�������£
�×�ë� �Ä�Ì�å�ï�µ�•� �E�«
	¯�:�‘�m�•�������N�N

���¬

�q�è�Þ�”�Å�•�Ú�Ç�á�ž�ç�Ð	Z
�Ü�“�‹�•�'����
�³�ß�¿�»�”���S�•����������
µ
�Ð	Z�4
Y�•�¶��
�*�4�0�ò�S�•�"�6�5�0�¢�������£
�×�ë� �Ä�Ì�å�ï�µ�•� �E�«
	̄ �:�‘�m�•�����N�N


ˆ�æ�;
�q�è�Þ�”�Å�•�Ü�“��
Œ
�Ü�“�‹�•�'������
�³�ß�¿�»�”���S�•������������
µ
�Ð	Z�4
Y�•��������
�*�4�0�ò�S�•�"�6�5�0�¢�������£
�×�ë� �Ä�Ì�å�ï�µ�•�¦�”�Ä
	̄ �:�‘�m�•�����N�N

�ˆ
ú



108 109

多
彩
な
機
能
を
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
活
か
す
撮
影
術

4

多彩な機能をパーフェクトに活かす撮影術

S E C T I O N

CHAPTER  4

動く被写体を撮るときにスピード感や躍動感を表現する方法に流し撮りがある。スローシャッターでカメ

ラを動かしながら撮影するが、電子シャッターを使えば画面が消えることなく被写体を追尾しやすくなる。

電子シャッターを活用して
流し撮りを極める09

撮影モード：シャッタースピード優先　絞り値：F8　シャッター速度：1/8秒　露出補正：-0.7
ISO感度：AUTO（100）　ホワイトバランス：太陽光　焦点距離：306mm　ND16フィルター使用

流し撮りは、スローシャッターで被写体の動きに合わせてカメラを動かして撮影する。その感覚
には慣れが必要だ。シャッタースピードが遅いほうが速度感が出るが、画面全体がブレないよ
うに、被写体の動く速さや撮影距離に応じて見極めることが成功の秘訣だ。連続撮影する際、
メカシャッターではファインダー像が一時消えるため追随が難しくなる。α7Vの電子シャッター
はブラックアウトすることなくライブビュー表示される。AF/AE追随で、連写中も被写体を肉眼
で見ているかのような自然な感覚でフレーミングができる。

ブラックアウトフリーで狙った瞬間が撮れる

Sモードで
低速シャッタースピードに設定する

モードダイヤルを［S］に合わせてシャッタースピードを
1/8秒に設定する。シャッタースピードは被写体の動く
速度と撮影距離に応じて1/60秒以上の低速で調整する。

［MENU］から［撮影］＞［シャッター/サイレント］＞［シャッ
ター方式］＞［電子シャッター］を選ぶ。また、シャッター
動作がわかるように［MENU］から［セットアップ］＞［サ
ウンドオプション］で［電子音（撮影）］を［入］にして、［電
子音量］を適切に設定しておこう。

シャッター方式を
［電子シャッター］にする

　設定 　設定

勢いよく走る犬の姿を躍動感を出すため流し撮りした。画面にグリッドラインを表示して、その
線の1つに犬の鼻先が来るように構図を維持しながらカメラを振ると、安定したカメラ移動がで
きる。［MENU］から［撮影］＞［撮影画面表示］＞［グリッドライン表示］を［入］に設定し、［グ 

リッドラインの種類］を選ぶ。
グリッドラインの種類は、被写
体が横移動のときはライン数の
多い［方眼］に、斜めに移動す
るときは［対角+方眼］が便利だ。

レンズに手振れ補正のON/OFFスイッチがあるときは、
カメラのメニュー設定ではなくレンズ側で切り替える。ま
た、望遠レンズにある［手ブレ補正モードスイッチ］は通
常は［MODE1］を、流し撮りのときは横ブレを補正しな
い［MODE2］を使おう。一部の望遠レンズには、スポー
ツや走る動物など不規則な動きに対応した［MODE3］
が搭載されている。

グリッドラインを使って被写体の位置を決める

■手ブレ補正スイッチと手ブレ補正モードスイッチ

撮影モード：シャッタースピード優先
絞り値：F5.6
シャッター速度：1/80秒
露出補正：±0
ISO感度：AUTO（100）
ホワイトバランス：オート
焦点距離：200mm
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多彩な機能をパーフェクトに活かす撮影術

S E C T I O N

CHAPTER  4

ノイズ低減の新機能が、RAW現像での合成を前提として撮影時に複数枚を記録する［コンポジット

RAW撮影］の［ノイズ低減用撮影］だ。通常撮影した1枚のRAW現像には［エクステンデッドNR］

がある。

暗いシーンのノイズを低減できる
コンポジットRAW撮影12

撮影モード：絞り優先
絞り値：F1.8
シャッター速度：1/80秒
露出補正：+0.3
ISO感度：AUTO（4000）
ホワイトバランス：オート
焦点距離：135mm

夜のポートレート撮影で街灯の明かりのみで撮影。被写体ブレを抑えるため1/80秒のシャッター
スピードでISO4000となり、通常の1枚撮影ではノイズが目立つ。そこで、撮影時に［コンポジッ
トRAW撮影］の［ノイズ低減用撮影］で16枚記録し、Imaging Edge Desktopを使ったRAW
現像で合成によるノイズ除去をした。髪の毛や首筋のシャドウ部のノイズが消え、美しい肌感
になった。シャッタースピードが最長1/30秒となるが、暗所で多少動きのある被写体を美しい1
枚にしたいときに有効だ。通常撮影した1枚のRAW画像は、RAW現像時に［エクステンデッド
NR］を使ってノイズ低減ができる。

コンポジットRAW撮影でノイズを低減する

コンポジットRAW撮影の
ノイズ低減用撮影を［入］にする

［MENU］から［撮影］＞［コンポジットRAW撮影］＞［ノ
イズ低減用撮影設定］＞［ノイズ低減用撮影］＞［入］
を選ぶ。

［ノイズ低減用撮影設定］メニューにある［RAW記録方
式］と［撮影枚数］を任意で設定する。

メニュー項目の
詳細設定を行う

　設定 　設定

撮影モード：マニュアル露出　絞り値：F5.6
シャッター速度：1/250秒　露出補正：±0
ISO感度：AUTO（64000）
ホワイトバランス：太陽光　焦点距離：224mm

撮影モード：マニュアル露出　
絞り値：F2.8
シャッター速度：1/30秒　
露出補正：±0
ISO感度：AUTO（8000）　
ホワイトバランス：太陽光
焦点距離：107mm

夕景で着陸してきた飛行機の動きを止める
ため、速いシャッタースピードで撮影した。
感度がISO64000に上がってノイズが目立
つが、Imaging Edge Desktopの［Viewer］
でRAW現像をして、［ エクステンデッド
RAW処理］の［エクステンデッドNR］を
実行すると（→P.129）、解像感を保ちなが
らノイズを大幅に低減した写真になる。

エクステンデッドNRでノイズを低減する

低減後 低減前

 撮影枚数が多いほどノイズ低減効果は高い 
ISO超高感度で1枚撮影してノイズ低減なしでRAW現像した画像と、コンポジットRAW撮影で
撮影した複数枚を合成して現像した画像を比較。前者はザラザラとしたノイズが目立つが、後
者は等倍率で見ると多少のノイズ感はあるものの、きれいにノイズが除去されている。撮影枚
数が多いほどノイズ低減効果は高いが被写体にもよる。夜景のときは16枚撮影、動く被写体の
ときは4枚撮影といったようにシャッタースピードとISO感度に応じて撮影枚数を設定しよう。

ポイント

1枚撮影 4枚撮影 16枚撮影

16枚撮影で現像した画像

現像前 エクステンデッドNRで現像
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PCソフトで作品に仕上げる

S E C T I O N

CHAPTER  5

［Edit］で画像を調整する場合、画面右側にある調整パレットを使っていく。調整パレッ
トには［ホワイトバランス］や［シャープネス］などといった14の項目があり、繊細な調
整が可能だ。よく使う代表的な項目を次ページから紹介する。

［Edit］で調整できることを知る

［Edit］を使って撮影した画像を調整すれば、自分の思い通りに作品を作ることができる。ここでは基

本的な調整パレットの使い方を紹介する。

画像を調整する02
2

画像の明るさを調整するには、［明るさ］と［トーンカーブ］を使うのがよい。［明るさ］
では画面全体の明るさを調整でき、［トーンカーブ］ではヒストグラムを確認しながらR

（赤）G（緑）B（青）Y（輝度）ごとの階調を調整できる。

明度を調整する

調整項目 調整内容

明るさ（露出補正） 画面全体の明るさを補正する。1/3段単位で露出補正が変動する。

ホワイトバランス
プリセットから適用するホワイトバランスを選べるほか、色温度の補正・色かぶ
り補正ができる。［グレー点指定］で無彩色の部分を抽出すれば、より正確な
ホワイトバランスが再現される。

クリエイティブルック 画像のクリエイティブルックを変更する。

コントラスト

数値が大きければ硬い印象に、小さければ柔らかい印象に仕上がる。［ハイライ
ト］［シャドウ］は最も明るい部分と暗い部分の補正に、［白レベル］［黒レベル］
ではヒストグラム全域で明るさと暗さを調整する。［フェード］ではフェードの度
合いを調整できる。

Dレンジ
オプティマイザー

［オート］または［マニュアル］にすると、ハイライト領域とシャドウ領域につい
て画像処理を行い、適切な明るさと階調表現に補正する。

高輝度色再現 ［アドバンス］を選択すると、ハイライト部分をより自然なトーンで表現する。

色調 色合い（色相）と彩度（色の鮮やかさ）を調整できる。

周辺光量 レンズの物理特性によって生じる周辺光量の低下を、中心部と周辺部に分けて
それぞれ補正する。

シャープネス 画像の輪郭部分を強調する。

ノイズリダクション 画像のザラつき（ノイズ）を補正する。［オート］にすると自動で行い、［マニュ
アル］だと適用量などを任意に調整できる。

レンズ補正 レンズの歪曲収差や色収差を補正することができる。

トーンカーブ R（赤）G（緑）B（青）Y（輝度）ごとのヒストグラムとトーンカーブが表示され、
それぞれのトーンカーブをドラッグして階調を調整できる。

表示制御 画像内の黒つぶれ、白とび、色域外部分を強調して表示させる。

バージョンスタック
機能

ARW形式のRAWデータの場合、複数の画像処理データを持つことがあるため、
１つのRAWデータで複数の調整結果をバージョン分けして保存する。

■明るさ

■トーンカーブ
調整パレットの［トー
ンカーブ ］を開き、
補正したいチャンネ
ル（RGBY）を選ぶ。
ここではY（ 輝 度 ）
を調整する。

調整パレットの
［ 明るさ］をク
リックする。

before

before

明るくしたい場合は
トーンカーブを持ち
上げ、暗くしたい場
合は下げる。

スライダーを動
かすか、任意の
数値を入力して
補正値を決める。

after

after
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α7Ⅴの動画機能を活用する

S E C T I O N

CHAPTER  6 3

2

4

モニターに表示される内容は、基本的には静止画撮影時と同様だ。しかし動画撮影特
有のものもいくつか出てくるので、ここで解説する。

おまかせオートモード以外で撮る場合、フォーカスモードはFnメニューから選択できる
が、［コンティニュアスAF］か［マニュアルフォーカス］に限定される。

動画特有の要素のひとつが音声だ。［MENU］から［撮影］＞［音声記録］で音量や音
声や録音レベルの設定ができる。

モニターの表示内容を知る

フォーカス位置の設定方法

音声記録の設定をする

α7Ⅴの動画は、4Kの高画質・最大60pで滑らかに撮ることができる。まずはカメラが
ピントを合わせ、露出を自動で設定するおまかせオートで撮ってみよう。慣れたらP/A/
S/Mモードを使って思い通りの画作りを試すこともできる。

動画モードで撮影する

α7Ⅴは静止画撮影だけでなく、動画撮影にも適したスペックを備えている。［4K動画画角優先］をON

にすれば、フルサイズ領域での動画撮影も可能だ。

動画を撮影する01

動画の撮影をするには、静止画/動画/S&Q切
換ダイヤルの前方ロック解除ボタンを押しなが
ら右に回し［動画］モードに切り替える。おま
かせオートで撮るにはモードダイヤルを に
合わせる。赤い円のMOVIEボタンを押すと撮
影を開始し、もう一度押すと停止する。ピント
合わせもカメラ任せだが、シャッターボタンを
半押しするとピント合わせが行われる。

［コンティニュアスAF］で思った部分にうまくピ
ントが合わない場合は、［フォーカスエリア］を
変更するかタッチトラッキングを使用するとよい。
動画モード中は［MENU］からは［トラッキング］
を選択できないが、モニター上をタッチすると
タッチトラッキングが設定され、コントロールホ
イールの中央（●）ボタンを押すと解除される。
ISO感度、露出補正、フォーカスエリアは動画
撮影中でも設定を変更できる。

おまかせオートモード設定時は、設定をカメラ任せになる
のでフォーカスエリアなどの設定は変更できない。

タッチトラッキングは［MENU］から［セットアップ］＞［タッ
チ操作］で［タッチ操作］を［入］、［タッチパネル設定］
＞［撮影画面］＞［入］に設定してから、［タッチパネル
設定］＞［撮影画面］＞［撮影時のタッチ機能］＞［タッ
チトラッキング］を選択する。

1録音レベル
2  記録方式
3撮影スタンバイ
4動画の撮影実時間
5スロット1の記録可能時間
6スロット2の記録可能時間
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Fnボタンを押せば、動画
用ファンクションメニュー
が表示される。
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コントロールホイールで任意の音声レベ
ルに設定する。

［入］にすると音声を含めた撮影になる。
［切］だと無音での撮影になる。

［音声ノイズ低減設定］＞［風音低減：
内蔵マイク］から［入］か、［オート］
を選択する。

■ファンクション
　メニューを使う

音声記録 録音レベル 風音低減




